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意見交換会のようす＝３月９日

敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様

の
ご
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
棚

底
地
区
振
興
会
主
催
の
「
敬
老
会
」

が
中
止
と
な
り
、
が
っ
か
り
さ
れ
た

方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
を
待
っ
て
、
今
年
こ
そ
は
敬

老
会
を
実
施
し
よ
う
と
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
以
上
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
傾
向
が
続
き
、

２
年
連
続
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た

皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
金
婚
式
ご
夫
婦

と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ご
夫
婦
へ
の

表
彰
状
伝
達
式
は
９
月
２
２
日(

水)

棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン
集
会
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
４
６
年
、
昭

和
３
６
年
に
結
婚
さ
れ
た
金
婚
６

組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
１
０
組
の
う

ち
計
１
０
組
が
出
席
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
堀
川
会
長
か
ら
熊
日
と
社

協
に
代
わ
っ
て
表
彰
状
と
記
念
品

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
堀
川
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
、
全
員
で
記
念
撮
影
。
皆

様
の
晴
れ
や
か
な
姿
と
共
に
年
輪

の
重
さ
を
ず
っ
し
り
感
じ
ま
し
た
。

最
高
齢
は
荒
平

さ
ん
１
０
５
歳

荒平　重敏 105 棚底４区 福田　初枝 93 棚底３区

101 棚底２区 村津　秀臣 93 棚底３区

堀田　キミ子 100 棚底４区 南川　三昭 93 棚底２区

吉野　野菊 97 棚底３区 吉本　満江 93 棚底１区

豊永　マスエ 97 棚底４区 永本　タエカ 92 棚底２区

吉田　　功 97 棚底４区 福田　信行 92 棚底２区

稲田　三男 97 棚底２区 岩田　光男 92 棚底１区  

椛木　信子 96 棚底１区 門本　文子 92 棚底５区

坂本　國光 96 棚底５区 福田　サチエ 92 棚底２区

永畑　正光 96 棚底１区 石原　キマノ 92 棚底５区

永田　末廣 96 棚底３区 吉森　恵美子 92 棚底３区

釣本　健二 95 棚底５区 魚本　シズエ 92 棚底５区

木崎　スマノ 95 棚底２区 永本　　満 92 棚底２区

永畑　トミエ 95 棚底１区 藤崎　貞子 92 棚底１区

福山　タケエ 95 棚底１区 濱崎　サヤコ 92 棚底１区

吉野　國彦 95 棚底１区 小林　ユリ子 91 棚底５区

髙田　ミシヲ 95 棚底４区 永畑　悦子 91 棚底１区

堀田　ミヨ子 94 棚底１区 稲津　芳子 91 棚底１区

坂元　ハツミ 94 棚底４区 永畑　　工 91 棚底１区

浦川　左都男 94 棚底３区 工　フミエ 91 棚底１区

鳴川　亀重 94 棚底４区 佐尾　熊七 91 棚底３区

吉田　サヨ子 93 棚底１区 鳴川　ツルヨ 91 棚底４区

福田　サダヱ 93 棚底４区 ４５人計

◇ ９１歳以上長寿者 （令和3年8月31日現在満年齢）　敬称略

稲田　　保

敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
長
寿
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年
も
「
敬
老
会
」
は
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
た
敬
老
者
の
皆
様
に
は
大
変
申
し
分
け

な
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る
の
を
願
い
つ
つ
、
お
元
気
で

再
会
で
き
る
の
を
楽
し
み
し
て
い
ま
す
。

金婚・ダイヤモンド婚式
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８月末

946（-2）

７月末

482 1,059（-2）

948

484（+2） 1,061
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８月末 ７月末

636（-1)

高齢化率
５０.６２％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 278（-1）279 637

440（-1）

1,202（0）

宮　田 441

2,646 2,641（-5）合　計 1,202

今月の石垣散策トイレ掃除当番

健康福祉部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１０月 ３日（日）公民館全体講座

１０月 ５日（火）～６日（水）地域検診
倉岳漁村センター

１０月１０日（日）町民体育祭（中止）

１０月２４日（日）棚底城跡草刈作業

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

今年度の大きな事業の一つであるⅡ郭の整備設計を９月か

ら１２月にかけて行います。設計に必要な範囲を測量し、それ

をもとに具体的な設計図を作成していきます。
Ⅱ郭には皆さんが棚底城跡に登った際に休憩できる東屋が

できる予定です。この東屋の柱は、発掘調査で戦国時代の柱
の跡が検出された地点に建てますが、少し現代的なデザイン
にすることになっています。「戦国時代の建物はこのようなも
のだったのか！」と勘違いされることを防ぐためです。

壁面には棚底城跡の説明を書きこみ、休憩しながら学ぶこ

とができます。また、将来的には東屋からも海が見えるように

なる計画ですので、ピクニックやいつもお世話になっている草

刈りの際にご利用いただけるようなものを設計しようと考えて

います。

（天草市文化課 宮崎）

棚底城通信第６４号

～Ⅱ郭の整備設計が始まりました～

【東屋のイメージ】

「
世
界
的
不
況
ノ
襲
来
ト
満
州
事
変

ニ
関
連
シ
国
際
連
盟
ニ
於
ケ
ル
帝

国
ノ
離
脱
ハ
：
云
々
：
：
」

こ
れ
は
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡

の
東
側
に
城
の
後
池
と
い
う
灌
漑

用
溜
池(

新
堤)

が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
竣
工
記
念
碑
に
刻
ん
で
あ
る
碑

文
の
文
頭
の
部
分
で
す
。
平
成
十
七

年
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
道
路
際
に

移
さ
れ
た
の
を
機
に
写
真
撮
影
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
文
字
の

「
紀
念
碑
」
の
下
の
部
分
に
何
と
、
か

な
り
の
分
量
の
文
字
が
刻
ん
で
あ

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

早
速
、
師
匠
の
高
田
尊
徳
さ
ん
に

連
絡
す
る
と
、
間
を
置
か
ず
に
拓
本

を
取
ら
れ
、
文
字
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
て
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
、
文
頭
の
一
節
か
ら
始
ま
り
、
事

業
の
概
要
や
当
時
の
斉
藤
実
内
閣

総
理
大
臣
を
始
め
と
す
る
国
・
県

・
村
の
関
係
者
名
が
列
記
さ
れ
、
棚

底
村
関
係
で
は
、
村
長
・
藤
本
季
吉
、

助
役
・
森
田
繁
敏
、
収
入
役
・
南
川

太
吉
、
そ
の
他
担
当
者
や
議
員
名
な

ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
溜
池
建
設
は
昭
和
初
期
の

世
界
恐
慌
に
対
処
す
る
た
め
国
が

行
っ
た
い
わ
ゆ
る
救
農
土
木
の
一

環
で
、
宮
田
の
砥
石
川(

テ
シ
ゴ)

の

池
に
も
同
じ
よ
う
な
石
碑
が
あ
り

ま
す
。

石
碑
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和

九
年
一
月
で
、
当
時
の
議
会
記
録

に
よ
る
と
事
業
年
は
昭
和
七
年
度

の
よ
う
で
す
。
隣
の
水
神
様
に
も

昭
和
七
年
と
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
年
後
に
は
蛍
目
の
溜
池
も

建
設
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

明
治
生
ま
れ
の
筆
者
の
祖
父
も

賃
稼
ぎ
に
モ
ッ
コ
や
ツ
ル
ハ
シ
を

持
っ
て
出
か
け
た
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

三
区

歳
川
喜
三
生

「紀念碑と水神様（左）」

新
堤(

塘)

の
碑
文


